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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方位測定器が搭載され、該方位測定器により測定した方位を示すマーキングを測定位置
に付すために用いられる方位マーキング用架台であって、
　測定位置に配置されるベースと、
　前記ベースに回動自在に支持され、前記方位測定器が搭載される回転台と、
　それぞれ前記回転台に設けられ、測定位置上の異なる２点に向けてマーキング用のレー
ザー光を照射する一対のレーザー発光部と、を有することを特徴とする方位マーキング用
架台。
【請求項２】
　一対の前記レーザー発光部が前記回転台の前記ベースに対する回転軸線を挟んで対称に
配置され、それぞれの前記レーザー発光部のレーザー光の照射方向が前記回転台の回転軸
線に対して該回転軸線に接近する側に傾斜していることを特徴とする請求項１に記載の方
位マーキング用架台。
【請求項３】
　前記ベースがマグネットで構成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の
方位マーキング用架台。
【請求項４】
　前記方位測定器がＧＰＳコンパスであることを特徴とする請求項１～３の何れか１項に
記載の方位マーキング用架台。
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【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の方位マーキング用架台と、
　前記回転台に搭載された方位測定器と、を有することを特徴とする方位マーキング装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、携帯電話用の基地局のアンテナ等の設置物を所定の方位に向けて設
置する際において、その設置位置に、方位測定器により測定した方位を示すマーキングを
付すために用いられる方位マーキング用架台および方位マーキング装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話用の基地局に用いられるアンテナは指向性を有するため、これを設置する際に
は、その指向性の向きを所定の方位に正確に合わせて取り付ける必要がある。そのため、
アンテナの設置に際しては、アンテナの設置位置における方位を方位測定器により測定し
、測定された方位に基づいてアンテナを所定の方位に向けて取り付けるようにしている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、太陽位置と経度や緯度等の位置情報とに基づいて測定位置の方
位を測定する日時計タイプの方位測定器をアンテナに取り付け、この方位測定器により測
定した方位に基づいてアンテナの向きを調整する技術が記載されている。
【０００４】
　しかしながら、上記技術では、方位測定器をアンテナに取り付けるようにしているので
、アンテナの向きを調整する度に、再度方位測定装置により方位を測定してアンテナの向
きが所定の方位になったか否かを確認する必要があり、アンテナの向きの調整作業が煩雑
である。
【０００５】
　そこで、アンテナの設置箇所に、方位測定器により測定した方位を示すマーキングを予
め付しておき、このマーキングを基準としてアンテナを所定の向きで取り付けることが行
われている。この場合、例えば、測定位置に配置されるベース上に、測定した方位に基づ
いて目印が真北に向くように回動するカバーを備え、このカバーの外周面に付された方位
マーキング用のガイド線を目印として測定位置に方位を示すマーキングを付すことができ
るように構成された方位マーキング装置を用いて行われていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－５１７６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来の方位マーキング装置は、カバーが測定位置に配置されるベー
ス上に設けられた構成であるので、カバーの外周面に設けられたマーキング用の線が測定
位置の配置面から離れることになり、カバーが示す方位を測定位置上に正確にマーキング
することは困難であった。
【０００８】
　特に、アンテナが設置される鉄柱の先端面に方位を示すマーキングを付す場合において
、鉄柱の直径がカバーの直径よりも小径の場合には、カバーの外周面が鉄柱の先端面から
はみ出し、マーキングを行うことができない。
【０００９】
　本発明の目的は、このような点を解決することを課題とするものであり、その目的は、
測定装置により測定した方位を示すマーキングを測定位置に容易かつ正確に付すことがで
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きる方位マーキング用架台および方位マーキング装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の方位マーキング用架台は、方位測定器が搭載され、該方位測定器により測定し
た方位を示すマーキングを測定位置に付すために用いられる方位マーキング用架台であっ
て、測定位置に配置されるベースと、前記ベースに回動自在に支持され、前記方位測定器
が搭載される回転台と、それぞれ前記回転台に設けられ、測定位置上の異なる２点に向け
てマーキング用のレーザー光を照射する一対のレーザー発光部と、を有することを特徴と
する。
【００１１】
　この構成によれば、一対のレーザー発光部から照射されるマーキング用のレーザー光に
より測定位置上に一対の互いに離れたマーキング位置が表示される。したがって、このマ
ーキング位置の上からペンやけがき針等を用いて測定位置にマーキング点を付し、これら
一対のマーキング点を通る直線を引くことにより、測定装置により測定した方位を示すマ
ーキングを測定位置に容易かつ正確に付すことができる。
【００１２】
　本発明の方位マーキング用架台は、上記構成において、一対の前記レーザー発光部が前
記回転台の前記ベースに対する回転軸線を挟んで対称に配置され、それぞれの前記レーザ
ー発光部のレーザー光の照射方向が前記回転台の回転軸線に対して該回転軸線に接近する
側に傾斜しているのが好ましい。
【００１３】
　このような構成とした場合では、例えば、ベースが配置される測定位置がベースよりも
小径の鉄柱の先端であっても、この鉄柱の側面に一対のレーザー光を照射して互いに離れ
た一対のマーキング位置を表示することができる。したがって、ベースが配置される鉄柱
の直径の大小に拘わらず、当該鉄柱に方位測定装置により測定された方位を示すマーキン
グを容易かつ正確に付すことができる。
【００１４】
　本発明の方位マーキング用架台は、上記構成において、前記ベースがマグネットで構成
されているのが好ましい。
【００１５】
　このような構成とした場合では、鉄柱の先端面に方位を示すマーキングを付す作業を行
う際に、ベースをマグネットの磁気により当該鉄柱の先端面に吸着保持させることができ
る。したがって、方位マーキング用架台を鉄柱の先端に容易かつ位置ずれを生じさせるこ
となく確実に配置して、鉄柱の先端面にマーキングを付す作業を容易かつ正確に行うこと
ができる。
【００１６】
　本発明の方位マーキング用架台は、上記構成において、前記方位測定器がＧＰＳコンパ
スであるのが好ましい。
【００１７】
　このような構成とした場合では、鉄柱に方位を示すマーキングを付す作業を行う際に、
鉄柱の磁気的影響を受けることなく、方位測定器により正確に方位を測定することができ
る。したがって、鉄柱の先端面により正確な方位をマーキングすることができる。
【００１８】
　本発明の方位マーキング装置は、上記構成の方位マーキング用架台と、前記回転台に搭
載された方位測定器と、を有することを特徴とする。
【００１９】
　このような構成の方位マーキング装置により、上記方位マーキング用架台と同様の効果
を得ることができる。
【発明の効果】
【００２０】



(4) JP 6307366 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

　本発明によれば、測定装置により測定した方位を示すマーキングを測定位置に容易かつ
正確に付すことができる方位マーキング用架台および方位マーキング装置を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施の形態である方位マーキング装置の全体構成を示す斜視図である
。
【図２】図１に示す方位マーキング用架台の斜視図である。
【図３】図２に示す方位マーキング用架台を下方側から見た斜視図である。
【図４】図２に示す方位マーキング用架台の正面図である。
【図５】携帯電話用の基地局のアンテナの鉄柱への取付け状態を示す斜視図である。
【図６】図１に示す方位マーキング装置を鉄柱の先端面に配置した状態を示す正面図であ
る。
【図７】一対のレーザー発光部から照射されたレーザー光により、鉄柱の先端面に一対の
マーキング位置を表示した状態を示す断面図である。
【図８】図７に示す一対のマーキング位置にマーキング点を付すとともにこれらのマーキ
ング点を直線で結んで鉄柱の先端面に所望の方位を示すマーキングを付した状態を示す平
面図である。
【図９】図１に示す方位マーキング装置を、ベースの直径よりも小径の鉄柱の先端面に配
置し、一対のレーザー発光部から照射されたレーザー光により鉄柱の側面に一対のマーキ
ング位置を表示した状態を示す正面図である。
【図１０】図９に示す一対のマーキング位置にマーキング点を付すとともにこれらのマー
キング点を直線で結んで鉄柱の先端面に所望の方位を示すマーキングを付した状態を示す
斜視図である。
【図１１】図４に示す方位マーキング用架台の変形例の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に例示説明する。
【００２３】
　図１に示す本発明の一実施の形態である方位マーキング装置１は、方位マーキング用架
台１０と方位測定器２０とを有し、方位測定器２０により測定した方位を示すマーキング
を測定位置に付すために用いることができる。本実施の形態では、この方位マーキング装
置１を、携帯電話用の基地局を設置するにあたり、鉄柱に所定の方位に向けてアンテナを
取り付ける際に、方位測定器２０により測定した所定の方位を示すマーキングを鉄柱の先
端面に付すために用いる場合を示す。
【００２４】
　図２～図４に示すように、本発明の一実施の形態である方位マーキング用架台１０は、
ベース１１を有しており、このベース１１において鉄柱の先端面（測定位置）に配置する
ことができる。ベース１１は、例えば鋼材により円板状に形成された構成とすることがで
きるが、方位測定器２０を支持することができるものであれば、その形状は種々変更する
ことができる。
【００２５】
　図示する場合では、ベース１１の下面にはアダプタ１２が取り付けられている。図３に
示すように、このアダプタ１２は所定の厚みの矩形の板状に形成されており、その下面に
は凹部１２ａが設けられている。このようなアダプタ１２をベース１１の下面に取り付け
ることにより、鉄柱の先端面にネジ等の突起物があっても、当該突起物を凹部１２ａ内に
収容することができるので、この方位マーキング用架台１０を当該鉄柱の先端面に配置す
ることができる。
【００２６】
　ベース１１はマグネットで構成することもできる。ベース１１をマグネットで構成する
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ことにより、例えば、この方位マーキング用架台１０を鉄柱の先端面に配置する際に、ベ
ース１１をマグネットの磁気により当該鉄柱の先端面に吸着保持させることができる。こ
れにより、方位マーキング用架台１０を、鉄柱の先端面に容易かつ位置ずれを生じさせる
ことなく確実に配置することができる。
【００２７】
　なお、ベース１１に替えて、またはベース１１とともに、該ベース１１に取り付けられ
るアダプタ１２をマグネットで形成した構成とすることもできる。この場合においても、
アダプタ１２をマグネットの磁気により鉄柱の先端面に吸着保持させることにより、この
方位マーキング用架台１０を、鉄柱の先端面に容易かつ位置ずれを生じさせることなく確
実に配置することができる。なお、マグネットにより鉄柱に吸着保持されたベース１１な
いしアダプタ１２の鉄柱からの取り外しを容易にするために、アダプタ１２の四隅には、
指掛け用フランジ１２ｂが設けられている。
【００２８】
　方位マーキング用架台１０は、方位測定器２０を搭載するための回転台１３を備えてい
る。この回転台１３は、例えば鋼板を折り曲げて形成された板金製とすることができる。
図示する場合では、回転台１３は、ベース１１の下面と平行な板状の本体壁部１３ａ、こ
の本体壁部１３ａの両側に配置され、該本体壁部１３ａに対して下方に向けて垂直に折れ
曲がる一対の側壁部１３ｂおよび本体壁部１３ａと側壁部１３ｂとに対して垂直に連なる
背面壁部１３ｃを有する形状に形成されている。
【００２９】
　本体壁部１３ａのベース１１の側を向く下面には連結部１４が固定され、連結部１４に
は円筒状の連結アダプタ１５が固定されている。連結部１４と連結アダプタ１５との連結
は、図４に示すように、連結部１４に設けられたねじ孔１４ａに、連結アダプタの上端に
設けられた雄ねじ部１５ａをねじ結合させた構成とすることができる。
【００３０】
　ベース１１の軸心には、上方に向けて垂直に突出する支軸１６が一体に設けられており
、この支軸１６が連結アダプタ１５に設けられた連結孔１５ｂに差し込まれている。連結
アダプタ１５の連結孔１５ｂの内径は、支軸１６の外径よりも僅かに大きくなっており、
これにより連結アダプタ１５は支軸１６に対してその軸心を中心として相対回転自在とな
っている。このような構成により、回転台１３はベース１１に対して支軸１６の軸心を回
転軸線Ｌとして回動自在に支持されている。
【００３１】
　なお、図４から解るように、一対の側壁部１３ｂは、それぞれ支軸１６の軸心つまり回
転台１３の回転軸線Ｌからの径方向距離が同一とされている。また、一対の側壁部１３ｂ
の間隔は、ベース１１の直径よりも大きくされている。
【００３２】
　支軸１６の外周面には、周方向に延びる環状の溝部１６ａが設けられている。一方、連
結アダプタ１５の側面には、径方向内側に向けてねじ込み可能な固定ねじ１５ｃが設けら
れている。固定ねじ１５ｃの先端は、連結孔１５ｂの内部に突出して支軸１６の溝部１６
ａの内部に配置されており、これにより、連結アダプタ１５は支軸１６から抜け止めされ
ている。また、固定ねじ１５ｃを締め込み、その先端を支軸１６の溝部１６ａの底面に押
し付けることにより、ベース１１に対して回転台１３を固定して、回転台１３がベース１
１に対して回転できないようにすることができる。
【００３３】
　回転台１３には、一対のレーザー発光部１７が設けられている。これらのレーザー発光
部１７は、それぞれ下方つまりベース１１の側に向けてマーキング用のレーザー光を照射
することができる。一対のレーザー発光部１７は、これらが発光するレーザー光の経路が
、捩じれの関係とならず、同一平面上に沿うように配置される。レーザー発光部１７が発
光するレーザー光は、その直径が数ｍｍ程度であり、人が視認することができる色を有す
るものとするのが好ましい。
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【００３４】
　本実施の形態においては、一対のレーザー発光部１７は、回転台１３のベース１１に対
する回転軸線Ｌを挟んで対称に配置され、ベース１１を挟んだ対称位置に向けてレーザー
光を照射するようになっている。
【００３５】
　より具体的には、一方のレーザー発光部１７は、回転台１３の一方の側壁部１３ｂの内
面に取付ブロック１８を用いて取り付けられ、他方のレーザー発光部１７は、回転台１３
の他方の側壁部１３ｂの内面に別の取付ブロック１８を用いて取り付けられている。取付
ブロック１８の取付面１８ａには、本体壁部１３ａの側から下方に向けて延びる取付溝１
８ｂが設けられ、断面矩形の棒状に形成されたレーザー発光部１７が取付溝１８ｂに配置
されている。取付ブロック１８の取付面１８ａにはねじ部材により固定板１８ｃが固定さ
れ、この固定板１８ｃによりレーザー発光部１７が取付溝１８ｂに固定保持されている。
【００３６】
　本実施の形態では、取付ブロック１８はそれぞれ略楔形状とされており、レーザー発光
部１７が取り付けられる取付面１８ａは、下方側（ベース１１に近い側）ほど回転台１３
の回転軸線Ｌに近づくように内側方向に傾斜している。これにより、レーザー発光部１７
のレーザー光の発光方向つまり照射方向ｄは、回転台１３の回転軸線Ｌに対して該回転軸
線Ｌに接近する側に傾斜している。
【００３７】
　なお、各レーザー発光部１７から発光されるレーザー光の照射方向ｄは、ベース１１の
径方向外側を通過するように設定されている。また、回転台１３の側壁部１３ｂには、そ
れぞれ取付ブロック１８の両側において上下方向に延びる一対のスリットが設けられてお
り、側壁部１３ｂの一対のスリットに区画された部分を曲げることにより、レーザー発光
部１７のレーザー光の照射方向ｄの若干の調整が行えるようにされている。
【００３８】
　回転台１３の背面壁部１３ｃの内面には、電池ボックス１９が取り付けられている。こ
の電池ボックス１９には、レーザー発光部１７の電源となる乾電池（不図示）が収容され
ており、図示しない配線を介してレーザー発光部１７に接続されている。電池ボックス１
９にはスイッチ１９ａが設けられており、このスイッチ１９ａを操作することにより、レ
ーザー発光部１７のオン、オフを切り替えることができる。
【００３９】
　図１に示すように、回転台１３には方位測定器２０が搭載され、ねじ止め固定されてい
る。方位測定器２０としては、例えばＧＰＳコンパス（サテライトコンパス）を用いるこ
とができる。
【００４０】
　図示する方位測定器２０は、２アンテナタイプのＧＰＳコンパスであり、その長手方向
に沿うとともに長手方向の一方の先端が向く方向の方位を測定することができる。方位測
定器２０には、配線２１を介して表示装置２２が接続されている。なお、配線２１は、回
転台１３の本体壁部１３ａに設けられた開口１３ｄ（図２、図３参照）を通して表示装置
２２に接続される。表示装置２２は液晶パネル等で構成された表示部２２ａを備え、方位
測定器２０が測定した方位を表示部２２ａに表示することができる。表示部２２ａにおい
ては、方位測定器２０が測定した方位は、例えば真北方向を基準（０°）とした相対角度
として数値で表示される。なお、表示部２２ａにおける方位の表示は、真北方向を基準（
０°）とした相対角度の数値表示に限らず、例えば方位をビジュアル的に表示するものな
ど、種々の方式とすることができる。
【００４１】
　方位測定器２０は、その長手方向を一対のレーザー発光部１７を結ぶ直線と一致させて
回転台１３に搭載される。これにより、一対のレーザー発光部１７は、回転台１３の回転
位置に拘わらず、常に、方位測定器２０により測定される方位に沿って配置されるように
なっている。
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【００４２】
　次に、このような構成の方位マーキング装置１を用いて、携帯電話用の基地局にアンテ
ナを設置するにあたり、アンテナが取り付けられる円柱状の鉄柱の、その先端面に、アン
テナが向くべき方位をマーキングする手順について説明する。
【００４３】
　図５に示すように、携帯電話用の基地局において、円柱形状のアンテナ３０が円柱状の
鉄柱（ポール）３１の側部に当該鉄柱３１と平行に並べて取付け金具３２を用いて設置さ
れる場合がある。例えば、３波共用アンテナを用いた３セクタ構成のアンテナ配置では、
互いに等間隔且つ平行に配置された３つの鉄柱３１のそれぞれの側部に、互いに１２０度
ずつ指向性の方向がずれるように３つのアンテナ３０が取り付けられる。このような場合
、アンテナ３０を鉄柱３１に取り付ける際には、鉄柱３１の先端面３１ａにアンテナ３０
が向くべき方位をマーキングし、取付け金具３２の鉄柱３１側のネジを緩めた状態とし、
そのマーキングを基準としてアンテナ３０を鉄柱３１の周りに回動させてその方向の調整
が行われる。本発明の方位マーキング装置１は、このような鉄柱３１の先端面３１ａに容
易かつ正確にアンテナ３０が向くべき方位をマーキングすることができる。
【００４４】
　なお、本実施の形態では、直径が１００ｍｍ～１１０ｍｍの鉄柱３１の先端面３１ａに
、幅が９０ｍｍのアダプタ１２を介してベース１１を配置する場合を示すが、図６～図８
においては、便宜上、ベース１１に対する鉄柱３１の直径の比率を実際よりも大きくして
記載としている。
【００４５】
　まず、図６に示すように、方位マーキング装置１、つまり方位測定器２０を搭載した方
位マーキング用架台１０を、そのベース１１において、つまりベース１１に固定されたア
ダプタ１２を介して鉄柱３１の先端面３１ａに配置する。ベース１１は、その軸心を鉄柱
３１の軸心と一致させるように配置するのが好ましい。このとき、ベース１１はマグネッ
トで構成されるので、当該ベース１１を鉄柱３１の先端面３１ａに容易かつ確実に固定す
ることができる。
【００４６】
　なお、鉄柱３１に配置した方位マーキング装置１の落下を防止するために、回転台１３
の本体壁部１３ａに設けられたストラップ取付孔１３ｅ（図２、図３参照）に、落下防止
用のストラップ（不図示）を取り付けるようにしてもよい。
【００４７】
　次に、表示装置２２およびレーザー発光部１７の電源を入れ、表示装置２２の表示部２
２ａに表示される方位が、所望の方位となるように方位測定器２０を回転台１３とともに
回転させる。
【００４８】
　一対のレーザー発光部１７は、それぞれ方位測定器２０の長手方向つまり方位測定器２
０が測定する方位Ｄの方向に沿って配置されているので、表示装置２２の表示部２２ａに
表示される方位が所望の方位に一致し、方位測定器２０が所望の方位Ｄに向けられた状態
となると、図７に示すように、一対のレーザー発光部１７から照射されたレーザー光によ
り、鉄柱３１の先端面３１ａに、当該方位Ｄを示す仮想線上に位置するように、一対のマ
ーキング位置ｐが互いに離れて表示される。
【００４９】
　このように、表示装置２２の表示部２２ａに表示される方位を確認しながら回転台１３
に搭載された方位測定器２０を回転させるだけの簡単な操作で、所望の方位Ｄを測定する
とともに、当該方位Ｄを示す仮想線上に位置する一対のマーキング位置ｐを鉄柱３１の先
端面３１ａに表示することができる。
【００５０】
　これらのマーキング位置ｐは、それぞれレーザー発光部１７から照射されるレーザー光
の照射点（レーザーポイント）として表示されるものであるので、鉄柱３１の先端面３１
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ａ上のマーキング位置ｐが表示された位置を、当該マーキング位置ｐの上からペン等を用
いてマーキング点を付すことができる。図８に、マーキング位置ｐをマーキングして、鉄
柱３１の先端面３１ａに所望の方位Ｄに対応した一対のマーキング点Ｐを付した状態を示
す。方位測定器２０により測定した方位Ｄは、これら一対のマーキング点Ｐを通る直線の
方向となるので、定規等を用いてこれら一対のマーキング点Ｐを通る直線を引くことによ
り、方位測定器２０が測定した方位Ｄを直線のマーキングＭで示すことができる。
【００５１】
　なお、マーキングに際しては、固定ねじ１５ｃを締め込んで回転台１３をベース１１に
対して回転しないように固定することで、その作業をさらに容易かつ正確に行うことが可
能となる。
【００５２】
　このように、本発明の方位マーキング装置１を用いることにより、鉄柱３１の先端面３
１ａに、方位測定器２０が測定した方位Ｄを示す直線状のマーキングＭを容易かつ正確に
付すことができる。
【００５３】
　また、方位測定器２０としてＧＰＳコンパスを用いたことにより、鉄柱３１に方位Ｄを
示すマーキングＭを付す作業を行う際に、磁気的影響を受けることなく方位測定器２０に
より正確に方位を測定することができる。しかも、ＧＰＳコンパスは、雨や曇天等、天候
に拘わらず方位を測定することができ、短時間で正確な方位測定が可能であり、また、測
定位置がある程度傾斜した状態においても正確に方位を測定することができるので、その
作業工数を削減しつつ高い精度で方位Ｄを示すマーキングＭを付すことが可能となる。
【００５４】
　次に、本発明の方位マーキング装置１を用いて、方位マーキング用架台１０のベース１
１の直径よりも小径の円柱状の鉄柱３１の先端面３１ａに、アンテナ３０が向くべき方位
Ｄを示すマーキングＭを付す手順について説明する。
【００５５】
　一対のレーザー発光部１７は、その径方向間隔がベース１１の外径よりも大きくされて
いるので、各レーザー発光部１７のレーザー光の照射方向ｄが回転台１３の回転軸線Ｌに
平行に設定された構成では、レーザー光は鉄柱３１に当たらず、マーキングを行うことが
できない。
【００５６】
　これに対して、本発明の方位マーキング装置１では、一対のレーザー発光部１７のレー
ザー光の照射方向ｄを、それぞれ回転台１３の回転軸線Ｌに対して該回転軸線Ｌに接近す
る側に傾斜させるようにしているので、図９に示すように、鉄柱３１の直径がベース１１
の外径よりも小径の場合であっても、各レーザー発光部１７から発光されたレーザー光は
、鉄柱３１の側面３１ｂに照射されることになり、当該側面３１ｂにマーキング位置ｐを
表示することができる。
【００５７】
　したがって、図７、図８に示す場合と同様に、鉄柱３１の側面３１ｂ上のマーキング位
置ｐが表示された位置に、当該マーキング位置ｐの上からペン等を用いてマーキング点Ｐ
を付すことにより、図１０に示すように、鉄柱３１の側面３１ｂに所望の方位Ｄに対応し
た一対のマーキング点Ｐを付すことができる。そして、湾曲定規や紐等を用いて、これら
一対のマーキング点Ｐを通る直線を引くことにより、方位測定器２０が測定した方位Ｄを
直線のマーキングＭで示すことができる。
【００５８】
　このように、本発明の方位マーキング装置１を用いることにより、ベース１１の直径よ
りも小径の鉄柱３１に対しても、その先端面３１ａに方位測定器２０が測定した方位を示
す直線状のマーキングＭを容易かつ正確に付すことができる。
【００５９】
　図１１は、図４に示す方位マーキング用架台の変形例の正面図である。なお、図１１に
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おいては、前述する部材に対応する部材には同一に符号を付し、再度の説明は省略する。
【００６０】
　図４に示す場合では、一対のレーザー発光部１７のレーザー光の発光方向つまり照射方
向ｄを、回転台１３の回転軸線Ｌに対して傾斜させた構成としているが、鉄柱３１の直径
がベース１１の外径よりも大きい場合には、図１１に示すように、一対のレーザー発光部
１７のレーザー光の発光方向つまり照射方向ｄを、回転台１３の回転軸線Ｌに平行とした
構成としたものを用いることもできる。この場合、取付ブロック１８は、楔形状ではなく
、直方体形状とされ、その取付面１８ａは回転軸線Ｌと平行に設定される。
【００６１】
　このような構成の変形例の構成では、一対のレーザー発光部１７の間隔はベース１１の
外径よりも僅かに大ければよいので、図４に示す方位マーキング用架台１０に比べて、回
転台１３の幅を狭くして、方位マーキング用架台１０を小型化することができる。
【００６２】
　本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能であることはいうまでもない。
【００６３】
　例えば、前記実施の形態においては、方位測定器２０として２アンテナタイプのＧＰＳ
コンパスを用いるようにしているが、これに限らず、例えば３アンテナタイプのＧＰＳコ
ンパスや、磁気コンパス、ジャイロコンパス、太陽位置と測定位置の位置情報（経度、緯
度）等に基づいて方位を測定する日時計タイプのものなど、回転台１３とともに回転して
当該回転台１３が所定の方位Ｄを示す位置となったことを測定することができるものであ
れば、種々の方式の方位測定器２０を用いることもできる。
【００６４】
　また、方位測定器２０は、アンテナ部分と表示装置とが分離されたタイプに限らず、こ
れらが一体に構成されたものとすることもできる。
【００６５】
　さらに、レーザー発光部１７は、断面矩形の棒状に構成されたものに限らず、回転台１
３に取り付けられて測定位置にレーザー光を照射することができるものであれば、例えば
ペンシル型のレーザーポインタなど、種々の構成のものを用いることができる。
【００６６】
　さらに、前記実施の形態においては、レーザー光によりマーキング位置ｐが表示された
測定位置の表面にペンを用いてマーキング点Ｐを付すようにしているが、これに限らず、
レーザー光によりマーキング位置ｐが表示された測定位置の表面を、けがき針等を用いて
けがくことによりマーキング点Ｐを付し、または、当該表面にマーキング用のテープ等を
貼り付けることによりマーキング点Ｐを付す構成とすることもできる。
【００６７】
　さらに、ベース１１の下面にアダプタ１２を取り付けることなく、ベース１１を鉄柱３
１の先端面３１ａつまり測定位置に直接配置する構成とすることもできる。
【００６８】
　さらに、回転台１３の形状や、ベース１１に対して回転台１３を回動自在に支持させる
構成等も種々変更可能である。
【００６９】
　さらに、本実施の形態では、鉄柱３１の側部に取付け金具３２を用いて取り付けられる
アンテナ３０の方位を調整する際に本発明の方位マーキング装置１を用いた場合を示すが
、アンテナ３０としては、例えば、その先端が鉄柱３１の先端よりも上方に突出するよう
に鉄柱３１の側部に取付け金具３２を用いて取り付けられるものや、鉄柱３１の先端面３
１ａに設置されるものなど、種々の構成のものとすることができる。
【符号の説明】
【００７０】
　１　　方位マーキング装置



(10) JP 6307366 B2 2018.4.4

10

20

30

40

１０　　方位マーキング用架台
１１　　ベース
１２　　アダプタ
１２ａ　凹部
１２ｂ　指掛け用フランジ
１３　　回転台
１３ａ　本体壁部
１３ｂ　側壁部
１３ｃ　背面壁部
１３ｄ　開口
１３ｅ　ストラップ取付孔
１４　　連結部
１４ａ　ねじ孔
１５　　連結アダプタ
１５ａ　雄ねじ部
１５ｂ　連結孔
１５ｃ　固定ねじ
１６　　支軸
１６ａ　溝部
１７　　レーザー発光部
１８　　取付ブロック
１８ａ　取付面
１８ｂ　取付溝
１８ｃ　固定板
１９　　電池ボックス
１９ａ　スイッチ
２０　　方位測定器
２１　　配線
２２　　表示装置
２２ａ　表示部
３０　　アンテナ
３１　　鉄柱
３１ａ　先端面
３１ｂ　側面
３２　　取付け金具
　Ｌ　　回転軸線
　ｄ　　レーザー光の照射方向
　Ｄ　　方位
　ｐ　　マーキング位置
　Ｐ　　マーキング点



(11) JP 6307366 B2 2018.4.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 6307366 B2 2018.4.4

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(13) JP 6307366 B2 2018.4.4

【図１１】



(14) JP 6307366 B2 2018.4.4

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００８－５１７６９（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１３／０１５５４１９（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｃ　　　１／００－１／１４　　　　
              Ｇ０１Ｃ　　１５／００－１５／１４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

